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一人一回当たりの学校給食摂取基準

幼児 児童（中学年） 生徒

エネルギー（? ）
４９０ ６５０ ８３０

たんぱく質（ｇ）

１５.９～２４.５ ２１.１～３２.５ ２７.０～４１.５

摂取エネルギーの１３～２０％

脂 質（ｇ）

１０.９～１６.３ １４.４～２１.７ １８.４～２７.７

摂取エネルギーの２０～３０％

食塩相当量（ｇ）
１.５ｇ未満 ２.０ｇ未満 ２.５ｇ未満

令和７年度

会津若松学校給食センター

ご入学、ご進級おめでとうございます
子どもたちの健康保持増進や望ましい食習慣の確立、郷土食や行事食などを通した食文化の伝承、食べる力、

けんこう ほ じ ぞうしん しょくしゅうかん かくりつ きょう ど しょく ぎょう じ しょく しょくぶん か でんしょう

郷土愛、感謝の心の育成のために会津若松学校給食センター職員一同一丸となって給食作りをします。
きょう ど あい かんしゃ こころ いくせい しょくいんいちどう

今年度、どうぞよろしくお願いいたします。

《給食センターの概要》

学校給食では、１日に必要な栄養量の1／3がとれるようになっています。
（ただし、不足しがちな栄養素は1／3以上とれるようになっているものも
あります。）
残りの2／3は家庭の食事にゆだねられています。

１回の食事、１日の食事を大切に考えていきたいと思いますので、おうち
での食事についても引き続き、ご配慮くださいますよう、お願いしたいと
思います。

會津通運

小学校 １８８回
中学校 １６５～１７５回

栄養技師

26名

委託事業者

委託事業者
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給食を学級のみんなでおいしく楽しく食べるため

には、給食当番や当番以外の人、全員の協力が大切

です。手洗いや身支度、配膳も衛生的に行えるよう

十分に気をつけましょう。

学校給食は｢昼食｣としての役割の他
に、教育活動としても実施されています。
また、農業、環境、地域経済など社会
と密接に関係しています。
健康に関する内容はもちろん、献立表
でのお知らせや各学校への給食時間の
放送資料などを通して子どもたちの関
心や理解が深まるように工夫しています。


